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特集
くらしとかかわる市税
　固定資産税・都市計画税  …………･２～４
結婚にかかわる身元調査
　あなたはどう思われますか  ……………………４～５
社会人・職業人として自立できるために
　小学校・中学校でキャリア教育  ……………………５

　２月１４日午前１１時、市町村対抗の部２３チーム、府民オープン参加の部１０チームが三段池公園を一斉
にスタート。福知山市、綾部市を走る総距離３６．３０９㌔㍍のコースを８人がタスキをつなぎました。中
学生、高校生、一般の男女が力を合わせゴールをめざした結果、京都市が優勝。福知山市は１０位で
ゴール。それぞれが、精一杯の力走を見せてくれました。

第３２回京都府民総合体育大会市町村対抗駅伝競走第３２回京都府民総合体育大会市町村対抗駅伝競走2
14

郷土の思いをタスキに込めて郷土の思いをタスキに込めて
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税
額
を
決
定
す
る
ま
で
の
手
順

価
格
（
評
価
額
）
の
決
定　
　
　

　

国
が
定
め
た
固
定
資
産
評
価
基

準
に
基
づ
い
て
固
定
資
産
を
評
価

し
、
価
格
（
評
価
額
）
を
決
定
し

ま
す
。

①
土
地　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

地
目
別
に
定
め
ら
れ
た
評
価
方

法
に
よ
り
評
価
し
ま
す
。

▼
地
目
／
宅
地
・
田
・
畑
・
山
林

な
ど
。
登
記
簿
の
地
目
に
か
か
わ

り
な
く
、
そ
の
年
の
１
月
１
日
の

現
況
の
地
目
に
よ
り
ま
す
。

▼
地
積
／
原
則
と
し
て
、
登
記
簿

に
記
載
さ
れ
て
い
る
面
積
で
す
。

▼
価
格
／
固
定
資
産
評
価
基
準
に

基
づ
き
、
売
買
実
例
価
格
を
も
と

に
算
定
し
た
正
常
売
買
価
格
を
基

礎
と
し
て
求
め
ま
す
。
な
お
、
宅

地
は
、
地
価
公
示
価
格
な
ど
の
７

割
を
め
ど
と
し
て
求
め
て
い
ま
す
。

②
家
屋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
き
、

再
建
築
価
格
を
基
準
に
評
価
し
ま

す
。

評
価
額
＝
再
建
築
価
格
（
※
１
）

×
経
年
減
点
補
正
率
（
※
２
）

※
１
「
再
建
築
価
格
」 

評
価
の
対
象
と
な
っ
た
家
屋
と

全
く
同
一
の
も
の
を
評
価
の
時

点
に
お
い
て
、
そ
の
場
所
に
新

築
す
る
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る

建
築
費
で
す
。
新
築
家
屋
も
在

来
家
屋
も
同
じ
方
法
で
再
建
築

価
格
を
求
め
ま
す
。

※
２
「
経
年
減
点
補
正
率
」

　

家
屋
を
建
築
後
、
年
数
の
経

過
に
伴
い
生
じ
る
損
耗
状
況
に

よ
る
減
価
な
ど
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
で
す
。

　

な
お
、
在
来
家
屋
の
評
価
額
が

前
年
度
の
額
を
超
え
る
場
合
、
通

常
前
年
度
の
額
に
据
え
置
き
ま

す
。 

（土地の課税標準額＋家屋の課税標準額＋償却
資産の課税標準額）×1.5㌫（固定資産税率）＝
固定資産税額 

税額の決定 

土地・家屋は3年ごとに価格を見直し 
評価替え 

総務大臣が定めた「固定資産評価基準」に基づ
いて固定資産を評価し価格を決定 

固定資産税額を決定するまでの流れ 
固定資産の評価と価格の決定 

再建築価格
を基準に評
価 

家屋 
毎年申告に基
づいて、価格を
決定 

償却資産 
地目別に定
められた評価
方法で評価 

土地 

原則として固定資産課税台帳に登録された価格 
※課税標準額の特例や土地についての負担調整措置な
どが適用された場合はその適用後の額 

課税標準額の決定 

固定資産課税台帳に価格を登録 

　

固
定
資
産
税
は
、
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
の
価
格

（
評
価
額
）
に
応
じ
て
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

　

固
定
資
産
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
の
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
固
定
資
産
を
所
有
す
る
（
登
記
簿
ま
た
は
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
）
人
で
す
。

　

平
成　

年
度
は
、　

・
２
億
円
の
税
収
と
な
り
ま
し
た
。

２０

５９

…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
…ı…ı…ı…
ı ı ı

固
定
資
産
税

　みなさんに納めていただいている固定資産税と都市計画税は、本市の
市税の約 50㌫、歳入の約 15㌫を占めています。税は、皆さんの暮らし
を守り、地域の発展のためのさまざまな行政サービスを行うためにとて
も大切な財源です。皆さんに十分ご理解いただき、納税していただくた
め、固定資産税と都市計画税のしくみについて紹介します。
■税務課資産税係（℡２４ - ７０２５）

くらしとかかわる市税のしくみ
～固定資産税・都市計画税～
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特集　くらしとかかわる市税～固定資産税・都市計画税～

評
価
替
え

　

土
地
、
家
屋
は
、
３
年
ご
と
に

見
直
し
（
評
価
替
え
）
を
行
い
、

第
２
年
度
、
第
３
年
度
は
、
新
た

な
評
価
を
行
わ
ず
に
基
準
年
度

（
第
１
年
度
）
の
評
価
額
を
そ
の

ま
ま
据
え
置
き
ま
す
。

※
平
成　

年
度
は
、
第
２
年
度
で

２２

す
。

据
置
年
度
で
も
評
価
額
が
変
わ
る

場
合

▼
地
価
が
下
が
り
評
価
額
を
据
え

置
く
こ
と
が
適
当
で
な
い
場
合
、

簡
易
な
方
法
に
よ
り
価
格
を
修
正

（
下
落
修
正
）

▼
利
用
状
況
の
変
更
や
分
筆
・
合

筆
な
ど
を
し
た
土
地
、
新
増
築
・

改
築
な
ど
を
し
た
家
屋
は
、
そ
の

翌
年
度
に
新
た
に
価
格
を
決
定

▼
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し

た
家
屋
は
、
そ
の
翌
年
度
か
ら
評

価
額
を
減
額

Ｑ 納税通知書にある「土地・家屋課税明細
書」には、所有する全ての資産が記載されてい
ますか。
Ａ 課税対象の資産のみ記載しています。非課
税物件や免税点未満の場合は、「名寄帳」で確
認できます。（手数料が必要です）

Ｑ 地価の下落によって土地の価格（評価額）
が下っているのに税額が上がるのはなぜですか。
Ａ 平成６年度に、評価の均衡を図るため宅地
の評価水準を全国一律に地価公示価格などの７
割をめどとする評価替えが行われ、評価額が大
幅に上がりました。これにより、本来なら固定
資産税額が大幅に増えることになるのですが、
急激な税負担増加を防ぐため、なだらかに課税
標準額を上昇させる負担調整が行われました。
その結果、負担調整を行い新たに定められた税
額と本来納めるべき税額との差が大きい土地や

小さい土地ができてしまいました。
しかし、地域や土地によってこうした格差が
あるのは税負担の公平の観点から問題があるた
め、平成９年度以降、負担水準（個々の土地の
課税標準額が評価額に対してどの程度まで達し
ているかを示す割合）が均衡化するよう調整が
行われました。
具体的には、負担水準が高い土地は税負担を
引き下げたり据え置いたりする一方、負担水準
が低い土地はなだらかに税負担を引き上げてい
く仕組みとなっています。現在は税負担の公平
を図るために、そのばらつきを是正している過
程にあり、地価が下落していても税額が上がる
という状況が生じています。
従って、土地地価の動向にかかわりなく全て
の土地の税額が上がっているのではなく、税額
が上がっているのは、負担水準が低い土地に限
られます。(下表参照)

Ｑ＆Ａ　固定資産税に関する疑問にお答えします

14万円 
／㎡ 

昭和63年 平成6年 平成9年 平成12年 平成15年 平成18年 平成21年 

7万円 
／㎡ 

地価公示価格の7割 

負担水準60㌫に到達すると課税 
標準額は据え置きとなります。 

負担水準が70㌫に到達 
すると、評価額の70㌫が 
課税標準額になります。 

地価・評価額・課税標準額の推移状況（非住宅用地の場合の例） 

負担水準＝前年度課税標準額/評価額 

据え置き 

地価公示価格など 凡例 評価額 課税標準額 
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③
償
却
資
産　
　
　
　
　
　
　
　

　

工
場
や
商
店
な
ど
を
営
業
し
て

い
る
会
社
や
個
人
が
、
事
業
の
た

め
に
用
い
て
い
る
構
築
物
や
機
械
、

備
品
な
ど
を
い
い
ま
す
。

　

固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
き
、

取
得
価
格
を
基
礎
に
、
取
得
後
の

経
過
年
数
に
応
ず
る
価
値
の
減
少

（
減
価
）
を
考
慮
し
て
評
価
し
ま

す
。

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
償
却
資

産
の
状
況
を
１
月　

日
ま
で
に
申

３１

告
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
申
告
に

基
づ
い
て
価
格
を
決
定
し
ま
す
。

　

償
却
資
産
の
評
価
額
の
最
低
限

度
は
、
取
得
価
格
の
５
㌫
で
す
。

従
っ
て
、
い
く
ら
古
く
な
っ
た
償

却
資
産
で
も
事
業
に
使
っ
て
い
れ

ば
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

税
額
の
算
出　
　
　
　
　
　
　
　

課
税
標
準
額
×
税
率（
１
・
５

㌫
）

＝
税
額

①
課
税
標
準
額
の
算
定

　

税
額
の
基
礎
と
な
る
数
値
で
、

原
則
と
し
て
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
た
価
格
（
３
㌻
で
決

定
し
た
価
格
）
が
課
税
標
準
額
と

な
り
ま
す
。
住
宅
用
地
の
よ
う
に

課
税
標
準
の
特
例
措
置
が
適
用
さ

れ
て
い
る
場
合
や
土
地
に
つ
い
て

の
負
担
調
整
措
置
（
３
㌻
の
Ｑ
＆

Ａ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
な
ど
が
適

用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
課
税

標
準
額
は
そ
れ
ら
の
措
置
が
適
用

さ
れ
た
後
の
額
と
な
り
、
登
録
さ

れ
た
価
格
よ
り
も
低
く
算
定
さ
れ

ま
す
。

 

②
免
税
点

　

同
一
人
が
所
有
す
る
固
定
資
産

の
課
税
標
準
額
の
合
計
が
次
の
額

に
満
た
な
い
場
合
、
固
定
資
産
税

は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
土
地
／　

万
円

３０

▼
家
屋
／　

万
円

２０

▼
償
却
資
産
／
１
５
０
万
円 

　

１
月
、
市
役
所
を
訪
れ
た
人

か
ら
「
孫
が
結
婚
す
る
の
で
相

手
が
同
和
地
区
出
身
か
ど
う
か

知
り
た
い
」
「
福
知
山
の
同
和

地
区
の
こ
と
を
教
え
て
ほ
し

い
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
「
こ
ん
な
こ

と
を
聞
い
て
は
い
け
な
い
こ
と

は
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
同
和

地
区
の
人
と
の
結
婚
と
な
る
と
、

周
り
か
ら
反
対
さ
れ
た
り
、
親

族
の
縁
談
に
影
響
し
な
い
か
心

配
し
て
い
ま
す
」
と
も
話
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

応
対
し
た
職
員
は
、
「
同
和

地
区
出
身
だ
か
ら
と
、
結
婚
に

反
対
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な

く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
「
大
事
な
お
孫
さ
ん
が
選

ん
だ
大
切
な
人
な
の
で
、
ど
う

か
賛
成
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

た
と
え
ほ
か
の
人
が
反
対
さ
れ

て
も
、
あ
な
た
は
味
方
に
な
っ

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
「
ま
だ
、

相
手
の
方
と
出
会
わ
れ
て
い
な

い
の
な
ら
、
出
会
っ
て
話
を
し

て
そ
の
人
を
見
て
く
だ
さ
い
」

と
訴
え
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
、

名
前
を
告
げ
ず
立
ち
去
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
本
人
の
知
ら
な
い
と

こ
ろ
で
、
国
籍
や
社
会
的
身
分
、

家
柄
、
職
業
、
出
身
地
、
宗
教
、

信
条
な
ど
を
調
べ
、
そ
の
こ
と

を
理
由
に
人
を
避
け
、
排
除
す

る
目
的
で
行
わ
れ
る
身
元
調
査

で
あ
り
、
差
別
行
為
に
あ
た
り

ま
す
。

　

身
元
調
査
は
、
調
べ
ら
れ
た

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
の
努

力
や
能
力
と
は
無
関
係
の
こ
と

で
、
結
婚
を
反
対
さ
れ
、
就
職

を
断
わ
ら
れ
る
と
い
う
個
人
の

尊
厳
を
否
定
す
る
行
為
に
つ
な

が
り
、
決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
問
い
合
わ
せ
は
、
お

孫
さ
ん
の
結
婚
相
手
だ
け
が
傷

つ
く
の
で
は
な
く
、
身
元
調
査

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追

い
込
ま
れ
問
い
合
わ
せ
を
し
た

人
自
身
も
、
そ
し
て
お
孫
さ
ん

　

都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画
事
業
の
費
用
に
充
て
る
た
め
の
目
的
税

と
し
て
課
税
さ
れ
る
も
の
で
、
毎
年
１
月
１
日
に
都
市
計
画
法
に
よ
る

市
街
化
区
域
内
に
土
地
や
家
屋
を
所
有
す
る
人
に
固
定
資
産
税
と
合
わ

せ
て
課
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

た
だ
し
、
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
が
免
税
点
に
満
た
な
い
場
合

は
、
都
市
計
画
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

平
成　

年
度
は
、
２
・
７
億
円
の
税
収
と
な
り
、
下
水
道
施
設
費
、
土

２０

地
区
画
整
理
費
、
街
路
事
業
費
、
公
園
施
設
費
に
充
て
ま
し
た
。

… … …
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı
…ı…ı…ı

都
市
計
画
税

税
額
の
算
出　
　
　
　
　
　
　
　

　

課
税
標
準
額
×
税
率
（
０
・
１

㌫
）
＝
税
額 

課
税
標
準
額
の
算
定　
　
　
　
　

　

固
定
資
産
税
の
価
格
を
課
税
標

準
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
土
地

に
つ
い
て
は
固
定
資
産
税
と
同
様

の
負
担
調
整
措
置
が
あ
り
ま
す
。

納
税
の
方
法

　

固
定
資
産
税
と
都
市
計
画

税
を
合
わ
せ
て
、
税
額
な
ど
を

記
載
し
た
「
納
税
通
知
書
・
課

税
明
細
書
」
を
５
月
中
旬
ま
で

に
発
送
し
ま
す
。

　

５
月
、
７
月
、
９
月
、　

月
１２

の
４
回
に
分
け
る
か
、
一
括
し

て
市
役
所
・
各
支
所
・
金
融
機

関
の
い
ず
れ
か
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　

納
付
に
は
、
口
座
振
替
が
便

利
で
す
。

　

記
載
内
容
に
関
す
る
疑
問

は
、
税
務
課
ま
で
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

結
婚
に
か
か
わ
る
身
元
調
査

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
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　昨今、雇用形態の多様化などで、就職・進学を問わず進路をめぐる環境が大きく変化し、フ
リーターやニートなどが社会問題となっています。
　早い段階から児童・生徒が自分で未来を切り開き、社会でたくましく生きる力をつけるため
の小・中学校でのキャリア教育の取り組みのひとつをご紹介します。■学校教育課（℡２４ - ７０４０）

　京都府の補助を受け、各事業所などのご
理解とご協力をいただいて、地域を中心に
次のとおりさまざまな体験活動を行ってい
ます。体験活動の前には、面接やあいさつ
などの基本的なマナーを学んだり、終了後
には文化祭で保護者や地域の皆さんに成果
を報告したりしている学校もあります。

　教育委員会では、この活動がより効果的
に行えるよう、福知山商工会議所、ハロー
ワーク、ＰＴＡ、小・中学校などと「支援
委員会」を組織し、連携をとっています。
　今後も、小・中学校の体験活動に関して、
市民の皆さんのご理解とご協力をお願いし
ます。

小学校でのおもな見学や体験活動　　　
●地域の商店や事業所などの仕事
●農作業や園芸などの仕事
●社会福祉施設の見学や体験
●地域の特色を生かした仕事の探究 

　菓子製造の見学と体験・環境パークの見学
と体験・車いすや点字などの体験・陶芸体験・
きゅうりの植え付けから収穫体験・保育園で
の保育体験・米づくり体験・牧川観察、保全
の取り組みほか

社会人・職業人として自立できるために
キャリア教育（職場体験などの体験活動）に取り組んでいます

　 小学校４年生・中学校２年生で体験活動を実施

中学校でのおもな体験活動　　　　　　
●地域の商店や事業所などでの仕事
●農作業や園芸などの実習
●社会福祉施設での体験
●地域の特色を生かした体験 

　体験訪問先は保育園・幼稚園・消防署・環
境パーク・図書館・ホテル・美容院・スー
パーほか

これらの体験活動を通じて、次のことをめざしています（中学校）　　　　　　　　　　　　　　
１　自分の特性に気付き、自分で進路選択できるよう意識を高める。
２　さまざまな人とのふれあいを通じて、働くことの苦労や喜び、生きがいなどについて考える。
３　社会人・職業人として規律やマナーなどの大切さを理解する。
４　地域社会での体験学習を通して、人々との交流を深め、地域社会の一員であることを自覚する。

小学校
中学校

も
傷
つ
け
て
い
る
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
は
、
身
元
調
査
を
許

さ
な
い
だ
け
で
な
く
、
身
元
調

査
を
必
要
と
思
わ
な
い
、
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
で
は
、
社
会
人
権
教
育

推
進
委
員
会
・
企
業
人
権
教
育

推
進
協
議
会
な
ど
と
一
緒
に
、

身
元
調
査
お
断
り
運
動
や
、
人

権
研
修
・
人
権
講
演
会
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
人
権
に
関
す

る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
差
別
の
な
い
「
共

に
幸
せ
を
生
き
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
身
元
調
査
な
ど
結

婚
に
か
か
わ
る
問
題
や
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
心

配
や
お
悩
み
の
こ
と
が
あ
れ
ば

人
権
推
進
室
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
人
権
推
進
室

（
℡　

‐
７
０
２
２
）　

24
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　厚生会館で行った合唱祭には、過去最多の
４２団体が出演。それぞれ７分の持ち時間で、素
晴らしい歌声をホールいっぱいに響かせてい
ました。
　連続１０回出演の「ハートフルブレス」と「ひ
まわり保育園コーラス」、通算５回出演の「コー
ラス夜久野」には主催者より感謝状が贈られ
ました。また、４月から休校となる公誠小学校
の全校児童は、１４人で２曲を合唱。会場からは
一段と大きな拍手が送られました。

歌おう心をこめて　　　　　
　　　ひろげよう友好の輪を

まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、
サービスサイズを１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０００）

　上豊富小学校で、「地震に強い安心なまち
づくり出前講座」が開催されました。
　３年生から６年生の児童約８０人がグループ
に分かれ、起震車（地震体験車）に乗っての地
震体験と社団法人京都府建築士会の皆さん
による紙製の振動模型（すじかいの有無）の
振動の様子から家の強度について講義を受
けました。子どもたちは阪神大震災時の揺れ
の強さを体験し、また地震に強い家について
学びました。

　４月から１年生になる保育園児１３人が、精華
小学校で学校生活を体験。
　１年の児童が、保育園児と一緒にゲームをし
たり、給食を食べたりして１日を過ごしました。
児童らは、この日のために園児たちの名札を
手作りしたり、劇を練習したりして準備してき
ました。「学校って楽しいな。早く行きたいなと
思ってくれたら、うれしい。」「やさしいお兄さん、
お姉さんになろう。」と、１年生も園児たちの入
学を心待ちにしています。

みんなの家には、すじかいあったかな

４月から、よろしくお願いします

精華小学校 新入生１日体験入学精華小学校　新入生１日体験入学

地震に強い安心安全なまちづくり出前講座地震に強い安心安全なまちづくり出前講座

2
18

第 29 回 福知山市合唱祭第 29回　福知山市合唱祭1
31

　

日（
金
）新
町
文
化
セ

１２ン
タ
ー

　
「（
社
）福
知
山
市
文

化
協
会
」の
役
員
の
皆

さ
ん
と
懇
談
し
た
。皆

さ
ん
の
文
化
振
興
に
対

す
る
情
熱
を
実
感
し
た
。

「
文
化
」は
地
域
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
の
原

動
力
だ
と
思
っ
て
い
る
。

文
化
振
興
の
市

民
へ
の
広
が
り

が
大
き
な
課
題

だ
と
認
識
し
た
。

一
緒
に
な
っ
て

仲
間
を
広
げ
る

取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　

日（
日
）市
民
会
館

２１
　
「
け
や
き
賞
表
彰
式
」に
出
席
し

た
。「
け
や
き
賞
」は
毎
年
教
職
員
や

教
育
研
究
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
教
育

論
文
を
募
集
し
、優
秀
作
品
を
表
彰

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。こ
の
取
り

組
み
が
本
市
教
育
の
充
実
・
発
展
、

「
生
き
る
力
」を
身
に
つ
け
た
子
ど

も
た
ち
の
育
成
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

※市のホームページ（市長の部屋）で閲覧できます。

1
25
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高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
介
護
保
険

施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
て
、
地
域
貢
献
や
社
会
活
動

に
参
加
し
、
ま
す
ま
す
元
気
に
過

ご
し
て
い
た
だ
こ
う
と
「
介
護
支

援
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を
始
め
ま

す
。

　

健
康
増
進
や
介
護
予
防
に
つ
な

げ
る
だ
け
で
な
く
、
活
動
の
成
果

に
よ
り
、
最
高
、
年
５
０
０
０
円

を
支
給
し
、
介
護
保
険
料
の
負
担

を
軽
減
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
説
明
会
と
、
サ

ポ
ー
タ
ー
活
動
を
希
望
さ
れ
る
人

を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
／
３
月　

日
（
木
）・　

日

１１

１５

（
月
）・　

日
（
木
）

２５

※
各
日
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

時
間

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室

３１
（
内
記
三
丁
目
）

対
象
／
市
内
の　

歳
以
上
の
人

６５

定
員
／
各
日
１
０
０
人
（
先
着
順
）

※
４
月
以
降
も
随
時
開
催
し
ま
す
。

申
込
方
法
／
電
話
で
高
齢
者
福
祉

課
高
齢
福
祉
係
（
℡　

‐
７
０
７

２４

３
）
ま
で
。

　

国
民
年
金
に
は
、　

歳
以
上
の

２０

高
校
、
大
学
、
専
門
学
校
お
よ
び

各
種
学
校
の
学
生
本
人
の
、
前
年

度
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

学
生
期
間
中
は
保
険
料
を
納
付
し

な
い
こ
と
を
認
め
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類

　

学
生
証
の
コ
ピ
ー
ま
た
は
在
学

証
明
書

申
請
期
間
／
４
月
１
日
〜
翌
年
３

月
末

※
申
請
は
年
度
毎
に
必
要
で
す
。

※
平
成　

年
度
に
申
請
さ
れ
た
学

２１

生
が
、
引
き
続
き
同
じ
学
校
に

在
学
し
て
い
る
場
合
、
４
月
初

め
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
必
要

事
項
が
記
載
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形

式
の
申
請
書
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
。
必
要
事
項
を
書
い
て
返
送

す
る
と
申
請
が
で
き
ま
す
。

※
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間

は
、
年
金
の
受
給
資
格
に
は
参

入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

反
映
し
ま
せ
ん
。
そ
の
期
間
の

保
険
料
は
、　

年
以
内
で
あ
れ

１０

ば
、
古
い
期
間
か
ら
順
に
追
納

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
先
／
住
民
登
録
地
の
市
町
村

の
国
民
年
金
係
窓
口

■
市
民
課
国
民
年
金
係

（
℡　

‐
７
０
５
７
）

2４

　

家
庭
の
生
ご
み
減
量
化
と
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
「
家
庭
用
生
ご

み
処
理
容
器
（
平
成
５
年
度
開
始
）

お
よ
び
家
庭
用
電
気
生
ご
み
処
理

機
（
平
成　

年
度
開
始
）
設
置
」

１２

の
助
成
・
補
助
事
業
は
、
購
入
後

の
利
用
状
況
や
環
境
の
観
点
な
ど

か
ら
、
３
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
各
家
庭
で
の
生
ご
み

減
量
化
に
向
け
「
で
き
る
だ
け
余

分
な
も
の
は
買
わ
ず
・
残
さ
ず
・

ご
み
を
出
さ
な
い
」
な
ど
の
啓
発

に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
環
境
政
策
室
環
境
保
全
係

（
℡　

‐
１
８
２
７
）

2２

　

今
お
使
い
の
被
保
険
者
証
は
、

３
月　

日
で
有
効
期
限
が
切
れ
、

３１

４
月
１
日
か
ら
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
３
月

下
旬
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら
、

内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
医

療
機
関
の
窓
口
で
は
、
新
し
い
被

保
険
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
使
用
中
の
被
保
険

者
証
は
ハ
サ
ミ
で
切
る
な
ど
し
て

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
は
住
民
票
の
あ

る
市
区
町
村
で
加
入
し
ま
す
が
、

修
学
の
た
め
に
住
所
を
離
れ
て
い

る
人
は
、
保
護
者
な
ど
の
居
住
す

る
市
区
町
村
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

必
要
な
と
き
は
、「
在
学
証
明

書
」
ま
た
は
「
学
生
証
」
を
持
参

し
て
、
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
課
国
保
料
係

（
℡　

‐
７
０
１
９
）

2４

　

福
知
山
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、

「
緑
の
募
金
運
動
」
を
行
い
ま
す
。

　

集
ま
っ
た
募
金
の
一
部
を
活
用

し
、
自
治
会
な
ど
に
サ
ク
ラ
や
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
な
ど
の
苗
木
を
配
布
し

ま
す
。

募
集
期
間
／
春
の
緑
化
運
動
期
間

３
月　

日（
土
）〜
５
月　

日（
月
）

２０

３１

募
金
額

　

１
世
帯
あ
た
り　

〜
１
０
０
円

５０

■
福
知
山
緑
化
推
進
委
員
会
（
事

務
局　

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

℡　

‐
７
０
４
７
）

24

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
更
新

介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度

電
気
生
ご
み
処
理
機
購
入

補
助
事
業
な
ど
の
終
了

緑
の
募
金
運
動

広
報
ふ
く
ち
や
ま
２
月　

日
号
３
ペ
ー
ジ
下
段「
３
月
の
図
書
館
お
は
な
し
会
・
え
ほ
ん
の
へ
や
」で
、夜
久
野
分
館
の
お
は
な
し
会
を「
３
月　

日（
祝
）」

１５

２１

と
し
て
い
ま
し
た
が
、「
３
月　

日（
土
）午
前　

時　

分
〜
」の
誤
り
で
し
た
。お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。　　
　

■
図
書
館
中
央
館（
℡　

‐
３
２
２
５
）

２０

１０

３０

２２

お
わ
び



8H22（2010）．3．1　広報ふくちやま

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/
　

４
月
１
日
か
ら
身
体
障
害
者
手

帳
に
「
肝
臓
機
能
障
害
」
が
追
加

に
な
り
ま
す
。

対
象

▼
認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓
機

能
障
害
の
あ
る
人

▼
肝
臓
移
植
手
術
を
受
け
、
抗
免

疫
療
法
を
実
施
し
て
い
る
人

認
定
基
準

　

主
と
し
て
肝
臓
機
能
障
害
の
重

症
度
分
類
で
あ
るC

hild－
P
ugh

（
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ピ
ュ
ー
）
分
類

に
よ
っ
て
判
定
し
ま
す
。
分
類
の

数
値
に
よ
り
、
３
カ
月
以
上
グ

レ
ー
ド
Ｃ
に
該
当
す
る
人
が
、
お

お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
診
断
前
の
６
カ
月
間

に
ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
取
し
て
い
る

人
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▼
申
請
書

▼
診
断
書

※
指
定
医
師
が
作
成
し
た
も
の

▼
写
真

※
縦
４
㌢
㍍
×
横
３
㌢
㍍
の
大
き

さ
の
も
の

申
請
窓
口
／
社
会
福
祉
課
ま
た
は

各
支
所
窓
口
相
談
係

医
療
費
の
助
成

　

肝
臓
機
能
障
害
の
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人
は
、
更

生
医
療
や
福
祉
医
療
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
更
生
医
療
の
対
象
は
肝
臓
移
植

と
こ
れ
に
伴
う
医
療
に
限
り
ま

す
。
ま
た
更
生
医
療
、
福
祉
医

療
と
も
に
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。

■
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
℡　

‐
７
０
１
７
）

24

　

障
害
な
ど
の
た
め
に
投
票
所
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
自

宅
な
ど
で
投
票
用
紙
に
記
載
し
、

郵
便
な
ど
で
送
付
す
る
「
郵
便
等

に
よ
る
不
在
者
投
票
」
が
で
き
ま

す
。

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

行
う
た
め
に
は
、
事
前
に
「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
次

に
該
当
す
る
人

▼
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の

障
害
／
１
級
ま
た
は
２
級

▼
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ

う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
障
害
／

１
級
ま
た
は
３
級

▼
免
疫
・
肝
臓
の
障
害
／
１
〜
３

級戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、
次

に
該
当
す
る
人

▼
両
下
肢
・
体
幹
の
障
害
／
特
別

項
症
〜
第
２
項
症

▼
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ

う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
肝
臓
の

障
害
／
特
別
項
症
〜
第
３
項
症

※
肝
臓
の
障
害
に
つ
い
て
は
、
４

月
１
日
か
ら
新
た
に
郵
便
等
に

よ
る
不
在
者
投
票
の
対
象
と
し

て
追
加
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
を
お
持

ち
で
、
次
に
該
当
す
る
人

▼
要
介
護
状
態
区
分
／
要
介
護
５

※
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
る
人
で
、
上
肢
・
視
覚
の

障
害
程
度
が
１
級
・
特
別
項
症
・

第
１
項
症
・
第
２
項
症
の
人
は
、

代
理
記
載
に
よ
る
投
票
も
で
き

ま
す
。

■
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
℡　

‐
７
０
３
７
）

24

「
肝
臓
機
能
障
害
」に
よ
る

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

　バス交通　　■生活交通課交通対策係（℡２４‐７０２０）

郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票
の
ご
案
内

早寝・早起き・朝ごはん
　　毎月１９日は「食育の日」
　健康づくりの三本柱は、栄養・運動・休養です。
今回は、栄養「食」について考えましょう。
　私たちは食べることによって健康を維持して
います。自分の身体は、自分の食べたもので作ら
れるので、正しい食生
活を身につけることが
大事です。食事バラン
スガイドを活用し、主
食、副菜、主菜、牛乳
･乳製品、果物との組み
合わせで、食事のバラ
ンスがとれるようにし
ましょう。野菜は毎食、

生なら両手に盛って一杯、「２皿分」食べるように
心がけてください。塩分･糖分のとり過ぎにも注
意しましょう。
　また、最近は夜型の生活をしている人が増えて
きています。夜ふかしで朝食が食べにくいですが、
朝食は１日の活動の始
まりに欠かせない食事
です。朝食を食べることで、脳にエネルギーが補
給され身体の機能も活発に働き出しますので、朝
食を食べるようにしましょう。
　地域の食文化と健康づくりのために、栄養が
あっておいしく、身体に良い成分を含む地元で採
れた旬の食材をとるよう心がけましょう。
　「私たちの健康は私たちの手で」
　食生活を見直し、「人」に「良い」食を育みま
しょう。
■市健康づくり推進協議会
（事務局 :健康推進室内 ℡　２３‐２７８８）けんこう 知識 

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
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い
ず
れ
も
申
請
が
必
要
で
す
。

手
続
き
は
お
早
め
に

　

〜　

歳
ま
で
の
人
の
、
後
期
高

６５

７４

齢
者
医
療
制
度
の
障
害
認
定

　

４
月
１
日
か
ら
「
肝
臓
機
能
障

害
」
１
〜
３
級
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
人
も
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

加
入
後
は
原
則
、
医
療
費
の
一

部
負
担
金
が
１
割
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
証
や
保
険
料
な
ど
も

変
わ
り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
高
齢
者
福
祉

課
ま
た
は
各
支
所
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

重
度
心
身
障
害
老
人

健
康
管
理
事
業　

　

次
の
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者

は
、
重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管

理
事
業
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
と
、
医
療
を
受
け
る

際
の
一
部
負
担
金
が
助
成
さ
れ
ま

す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。 

　

歳
以
上
の
人　
　
　
　
　
　
　

７５▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

〜
３
級

▼
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ

　

〜　

歳
の
人　
　
　
　
　
　
　

６５

７４

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級

▼
身
体
障
害
者
手
帳
４
級
の
一
部

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

〜
２
級

▼
療
育
手
帳
Ａ

福
祉
医
療  
老　
　
　
　
　
　
　
  

　
　

〜　

歳
で
、
次
の
条
件
の
い

６５

６９

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
福
祉

医
療  
老  
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
と
原
則
、
医
療
費
の

一
部
負
担
金
が
１
割
に
な
り
ま
す
。

該
当
条
件

①
１
人
暮
ら
し
の
人

②
半
年
以
上
寝
た
き
り
の
人

③
世
帯
全
員
が　

歳
以
上
の
人

６０

（　

歳
未
満
ま
た
は
１
〜
４
級
の

１８
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
で
あ

れ
ば
同
世
帯
で
も
可
）

④
所
得
税
非
課
税
世
帯
の
人

※
①
〜
③
に
該
当
す
る
人
は
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
医
療
係

（
℡　

‐
７
０
１
８
）

2４

引
っ
越
し
を
さ
れ
る
人
へ

　

引
っ
越
し
を
さ
れ
る
場
合
は
、

市
ガ
ス
・
水
道
の
開
栓
・
閉
栓
の

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
は
、

引
っ
越
し
が
多
く
、
開
・
閉
栓
業

務
が
非
常
に
込
み
合
い
ま
す
。
４

〜
５
日
前
ま
で
に
、
お
客
さ
ま
番

号
（
現
在
使
用
の
人
は
使
用
量
の

お
知
ら
せ
な
ど
、
新
し
く
使
用
の

人
は
建
物
の
ド
ア
ノ
ブ
の
エ
フ
に

記
載
）
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

市
ガ
ス
の
開
栓
に
は
立
ち
会
い
が

必
要
で
す
。

漏
水
し
て
い
ま
せ
ん
か

　

時
々
水
道
メ
ー
タ
ー
を
点
検
し

て
く
だ
さ
い
。
家
中
の
全
て
の
蛇

口
を
閉
め
て
も
、
水
道
メ
ー
タ
ー

内
の
銀
色
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
が

回
っ
て
い
る
場
合
は
、
漏
水
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
漏
水
の
場
合

は
、
指
定
給
水
装
置
工
事
業
者
か

市
上
下
水
道
ガ
ス
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
（
℡　

‐
４
８
８
１
）
に
ご

２４

相
談
く
だ
さ
い
。

■
ガ
ス
水
道
部
営
業
課
料
金
係

（
℡　

‐
６
５
０
１
）

2２

高
齢
者
医
療
の
申
請
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

新
成
人
の
み
な
さ
ん

　

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

　

し
ま
し
ょ
う

ビンちゃん　カンちゃん
にリサイクルごみの
仲間のペットちゃん
を紹介するね。

カンちゃん　環境パーク
にも毎日たくさんの
ペットボトルが集めら

れているもんな。
ペットちゃん　はじめまして。ペットボトル
のペットです。　みんなは、ペットボトル
が何から造られているか知ってますか。

カンちゃん　石油からやなかったかな。
ビンちゃん　石油は、地球が長い間につくっ
てくれた宝物やから、リサイクルせんと
もったいないなあ。地球を大事にして、い
じめんようにせなあかんなあ。

ペットちゃん　でも、汚れや分別ができてい
ないものが混じっているとリサイクルでき

なくなるんですよ。
カンちゃん　分別ができていないものってど
んなもの？
ペットちゃん　ボトルのラベルや中身の
ジュースのことです。集められたペットボ
トルは、リサイクルプラザで人の手によっ
て、再度リサイクルできるか確認をしても
らっているんですけど大変な仕事なんで
すよ。

ビンちゃん　ペットボトルを出すときには、
キャップやラベルを外して、中を洗ってか
ら出さんとあかんのや。それに、キャップ
はエコキャップ運動に出して協力したら
どうや。
カンちゃん　了解！
■環境政策室（環境パーク内　℡　２２‐１８２７）

ガ
ス
水
道
部
か
ら
の

お
知
ら
せ
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　の納期月です。■保険課国保料係（℡２４‐７０１９）■高齢者福祉課介護保険係（℡２４‐７０１３）■高齢者福祉課高齢者医療係（℡２４‐７０１８）

　

職
員
の
給
与
と
職
員
数
の
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
こ
で
お

知
ら
せ
す
る
給
与
は
、
税
や
保
険

料
な
ど
を
差
し
引
く
前
の
額
で
、

い
わ
ゆ
る
「
手
取
り
額
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
職
員
課
人
事
給
与
係

（
℡　

‐
７
０
３
４
）

２４

給　

与　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

普
通
会
計
決
算
に
占
め
る
人
件
費

　

普
通
会
計
と
は
、
一
般
会
計
と

休
日
急
患
診
療
所
費
特
別
会
計
を

合
算
し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
普
通
会
計
決
算

２０

歳
出
額
３
９
５
億
９
３
４
５
万
２

０
０
０
円
の
う
ち
、
人
件
費
は　
 ７２

億
８
１
４
８
万
２
０
０
０
円
（　

・
１８

４
㌫
、
平
成　

年
度
よ
り
１
・
４

１９

ポ
イ
ン
ト
の
減
）
で
し
た
。

平
均
給
料
月
額
・
平
均
年
齢

初
任
給
・
平
均
給
料
月
額 

特
別
調
整
額
の
支
給
割
合

期
末
・
勤
勉
手
当
の
支
給
率

 

退
職
手
当
の
支
給
率

特
別
職
の
給
料
と
報
酬

※
条
例
に
基
づ
き
平
成　

年
３
月

２２

　

日
ま
で
、
市
長　

㌫
、
副
市

３１

２０

長　

㌫

の
減
額
を
行
っ
て
い

１５
ま
す
。（　

）
内
は
減
額
措
置
前

の
金
額
で
す
。

職
員
数
の
状
況　
　
　
　
　
　
　

部
門
別
職
員
数
の
状
況

▼
職
員
数
は
一
般
職
に
属
す
る
職

員
数
で
あ
り
、
休
職
者
、
派
遣
職

員
な
ど
を
含
み
ま
す
が
、
臨
時
職

員
や
非
常
勤
職
員
は
除
い
て
い
ま

す
。

▼
増
加
の
お
も
な
理
由
は
、
市
民

病
院
増
改
築
後
の
看
護
体
制
の
充

実
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

減
少
の
お
も
な
理
由
は
、
業
務
の

統
廃
合
や
退
職
に
よ
る
人
員
不
補

充
に
よ
る
も
の
で
す
。

市
職
員
の
給
与
と

定
員
状
況

普通会計の人件費内訳 

市長･議員・ 
各委員等給料・報酬 
9億5282万4000円 
（13.1㌫） 

共済費 
9億3997万 
3000円（12.9㌫） 

退職手当 
9億9747万1000円 
（13.7㌫） 

職員手当 
6億1236万4000円 
（8.4㌫） 給料 

26億 
5823万 
4000円 
（36.5㌫） 

期末勤勉手当 
11億2061万 
6000円（15.4㌫） 

合計
公営企業会計などの部門

計

普通会計

部門 特別行政部門一般行政部門

小計その他下水道水道病院小計消防教育小計福祉一般
行政

１２６０５２８５９２７３６４０６７３２１９２１０４８８５４０２０４３３６平成
２１年度

１２７０５２４５９３２３８３９５７４６１９３１０４８９５５３２０３３５０平成
２０年度

－１０４０－５－２１１－１４－１０－１－１３１－１４対前年
増減数

国福知山市
区分 平均

年齢
平均給料
月　　額

平均
年齢

平均給料
月　　額

４１歳６月３２万５５２１円４４歳１月３３万９８００円
一　般
行政職

４９歳２月２８万５５４８円５２歳６月３３万７３００円
技　能
労務職
（注）一般行政職とは、消防職や看護保健職、技能労

務職などを除いた職員。技能労務職とは、給食
調理員などをいいます。

（平成２１年４月１日現在）
国福知山市区分

１７万２２００円１７万２２００円初 任 給
大
学
卒

２７万３７２７円経験１０年
３１万６６４５円経験１５年
３４万３３５０円経験２０年

１４万１００円１４万１００円初 任 給
高
校
卒

－　経験１０年
２８万４６２５円経験１５年
３１万７８００円経験２０年

（平成２１年４月１日現在）

※一般行政職
※高校卒経験１０年については該当なし。

国福知山市区　　分

（平成２１年度支給割合）
　　　 期末手当　勤勉手当
６月期　１．２５月　　０．７０月
１２月期　１．５０月　　０．７０月
　計　　２．７５月　　１．４０月

（平成２１年度支給割合）
　　　 期末手当　勤勉手当
６月期　１．２５月　　０．７０月
１２月期　１．５０月　　０．７０月
　計　　２．７５月　　１．４０月

期末手当

勤勉手当

３級…………  ５㌫
４級、５級……１０㌫
６級、７級……１５㌫

３級（主査・主任・係長級）…………  ５㌫
４級（課長補佐級）、５級（課長級）…１０㌫
６級（次長級）、７級（部長級）………１５㌫

役職に応
じた加算
措置あり

支給割合役職区分

１０㌫課長補佐級

１２㌫課 長 級

１３㌫次 長 級

１５㌫部 長 級
※特別調整額とは、管理ま
たは監督職にある者に対
して支給される役職手当
のことです。

（支給額＝給料月額×支給割合）

（平成２１年４月１日現在）

勧奨・定年退職自己都合退職区　分
３０.５５月分２３.５月分勤 続２０年
４１.３４月分３３.５月分勤 続２５年
５９.２８月分４７.５月分勤 続３５年
５９.２８月分４７.５月分最高限度額

定年前早期退職特例措置（２～２０㌫加算）その他の加算措置

（平成２１年度）

定年勧奨自己都合１人当たりの
平均支給額　 １９６４万５０００円２５５８万４０００円１１７５万円

月　額区　分

７８万８０００円 
（９８万５０００円）市　 長

給　

料 ６８万円 
（８０万円）副 市 長

４９万５０００円 議 長
報　

酬
４４万円 副 議 長

４１万円 議　 員

（平成２１年４月１日現在）

（各年４月１日現在）（人）

（注）１人当たりの平均支給額は、平成２０年度に退職した
職員の平均額です。
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
年

金
か
ら
お
支
払
い
（
特
別
徴
収
）

の
人
は
、
４
月
か
ら
新
し
い
年
度

（
平
成　

年
度
）
の
支
払
い
が
始

２２

ま
り
ま
す
。

　

年
金
か
ら
の
支
払
い
で
は
な
く
、

口
座
振
替
で
の
支
払
い
を
希
望
さ

れ
る
人
は
金
融
機
関
で
口
座
振
替

の
手
続
き
を
さ
れ
た
後
、
高
齢
者

福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
で
保
険
料

の
納
付
方
法
選
択
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▼
口
座
振
替
納
入
届
出
書
の
本
人

様
控
え

▼
認
印

▼
被
保
険
者
証

※
３
月
末
日
ま
で
の
手
続
き
分
は
、

６
月
分
の
年
金
か
ら
の
支
払
い

を
中
止
し
、
７
月
か
ら
口
座
振

替
と
な
り
ま
す
。（
支
払
総
額
は

変
わ
り
ま
せ
ん
）

※
４
月
以
降
の
手
続
き
分
は
、
８

月
分
以
降
の
年
金
か
ら
の
支
払

い
か
ら
中
止
と
な
り
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
医
療
係

（
℡　

‐
７
０
１
８
）

２４

と
き
・
と
こ
ろ

①
３
月
７
日（
日
）

　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

30

　

午
後
１
時
〜
４
時　

分
30

　

プ
ラ
ン
ト
‐
３（
多
保
市
）

 

②
３
月
８
日（
月
）

　

午
前
９
時
〜　

時
11

　

ガ
ス
水
道
部（
水
内
）

③
３
月　

日（
木
）

11

▼
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

30

11

30

　

夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

（
夜
久
野
町
下
町
）

▼
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

30

30

　

夜
久
野
ふ
れ
あ
い
の
里
福
祉
セ 

ン
タ
ー（
平
野
）

④
３
月　

日（
休
）

22

　

午
前　

時
〜
午
後
０
時　

分

10

30

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

　

ジ
ャ
ス
コ
福
知
山
店（
岩
井
）

⑤
３
月　

日（
水
）

24

　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

30

11

30

　

午
後
０
時　

分
〜
３
時　

分

30

30

　

北
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（

中
央
）

⑥
３
月　

日（
月
）

29

　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分 

30

11

30

　

午
後
０
時　

分
〜
３
時　

分

30

30

　

福
知
山
総
合
庁
舎
（
篠
尾
新
町
）

※
全
会
場
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み

※
日
程
・
会
場
は
直
前
に
変
更
に

な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
京

都
府
福
知
山
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
（
℡　

‐
６
６
３
０
）
に

27

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
市
献
血
推
進
協
議
会
（
事
務
局

　

健
康
推
進
室　

℡　

‐
２
７
８

２３

８
）

～国保ひと口メモ～
国民健康保険料の納め忘れはありませんか
　国民健康保険料は、国民健康保険加入者の医療費の
支払いなど国民健康保険事業の費用に充てる大切な
財源です。安定した国民健康保険事業運営のため、納
期限までに国民健康保険料を納めてください。
　納期限までに納められないと、督促状が発送され、差
し押さえなどの滞納処分を受けることがあります。
　また、滞納が続くと通常の国民健康保険被保険者証
に替えて、有効期限の短い「短期保険証」や診察費用を
全額負担しなければならない「資格証明書」を交付する
ことになります。
　今一度、国民健康保険料の納め忘れがないかご確認
ください。納め忘れを防ぐためにも、便利で安心な口座
振替をおすすめします。
口座振替、納付書の再発行は、保険課国保料係までお
問い合わせください。
■保険課国保料係（℡２４ -７０１９）

平
成　

年
度
の
長
寿
医
療
制
度

22

保
険
料
と
支
払
い
方
法

３
月
の
献
血

骨
髄
ド
ナ
ー
バ
ン
ク
登
録
会

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

声 声 
 
Ｑ 　

歳
の
母
が
、
近

 75

く
の
空
き
店
舗
で
開
か

れ
て
い
る
健
康
教
室
に

毎
日
通
っ
て
、
食
パ
ン

や
う
ど
ん
な
ど
の
商
品

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
日
健
康
食
品
を

勧
め
ら
れ
１
年
分
１
８

０
万
円
の
契
約
を
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
高
い

買
い
物
を
し
た
と
後
悔

し
て
い
ま
す
。
な

ん
と
か
な
り
ま
せ

ん
か
。

 
Ａ 
こ
れ
は 
Ｓ  
Ｆ 

エ
ス 
エ
フ

商
法
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
す
。
無
料
で
日
用
品
を

配
っ
た
り
、
健
康
教
室
な
ど
を
開

い
て
人
を
集
め
、
締
め
切
っ
た
会

場
で
面
白
お
か
し
く
商
品
説
明
を

し
て
、
盛
り
あ
が
っ
た
雰
囲
気
の

中
で
高
額
な
商
品
を
販
売
す
る
方

法
で
す
。
親
切
を
装
う
販
売
員
に

心
を
許
し
、
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
を

全
面
的
に
信
用
し
て
、
高
額
、
過

量
な
契
約
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｆ
商
法
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
が
で
き
ま
す
。
解
約
し
た
い
と

思
っ
た
ら
、
８
日
以
内
に
解
約
の

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
８
日
を

過
ぎ
て
い
て
も
契
約
の
取
り
消
し

が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ

き
ら
め
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
生
活
交
通
課
住
民
生
活
係

（
℡　

‐
７
０
２
０
）

２４

高齢者をターゲットにした
過量販売にご注意ください



　

市
で
は
、
防
火
・
防
災
知
識
の

習
得
の
た
め
の
研
修
会
な
ど
に
使

用
す
る
広
報
用
視
聴
覚
資
器
材
を
、

（
財
）日
本
防
火
協
会
の
民
間
防
火

組
織
等
の
防
火
・
防
災
普
及
啓
発

推
進
事
業
を
活
用
し
て
整
備
し
ま

し
た
。

視
聴
覚
資
器
材
／
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
・
ス
ク
リ
ー
ン
・
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
な
ど

助
成
額
／　

万
９
０
０
０
円

９９

　

こ
の
事

業

は
、

（
財
）日
本

防
火
協
会

が
、
宝
く

じ
の
受
託

事
業
収
入

を
財
源
と

し
て
、
民

間
防
火
組
織
な
ど
の
育
成
強
化
を

図
り
、
災
害
に
強
い
安
全
な
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

■
消
防
本
部
企
画
係

（
℡　

‐
０
１
１
９
）

２４

と
き
・
と
こ
ろ

▼
３
月　

日（
月
）

１５

 　

夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

（
夜
久
野
町
下
町
）

▼
３
月　

日（
火
）

１６

　

三
和
支
所（
千
束
）

▼
３
月　

日（
木
）

１８

　

大
江
町
総
合
会
館（
中
央
）　　

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
〜
４ 

30

時　

分
30

※
高
齢
者
の
１
人
暮
ら
し
な
ど
で
、

取
り
付
け
に
お
困
り
の
時
は
、

「
取
り
付
け
お
助
け
隊
」
が
伺

い
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
平
成　
23

年
５
月
末
日
ま
で
に
設
置
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
消
防
署
で
は
、
随
時
、
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
消
防
署
予
防
課
住
民
安
全
係

（
℡　

‐
５
１
１
９
）

２３
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広
報
ふ
く
ち
や
ま
は
１
日
号
を
毎
月
第
１
木
曜
日
、　

日
号
を
毎
月
第
３
木
曜
日
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
次
回
３
月　

日
号
は
、
３
月　

日（
木
）に
配
布
し
ま
す
。

１５

１５

１８

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。■
秘
書
広
報
課
広
報
係（　
　

‐
７
０
０
０　
　
　

‐
７
０
２
３　

Ｅ
メ
ー
ル　h

isyo
@
city.fu

ku
ch
iya
m
a
.kyo
to
.jp

）

ＴＥＬ
２４

ＦＡＸ
２４

※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　福知山市内の小学校では読書タイムが設けられ、
子どもたちの読書活動に力を入れています。ほとん
どの小学校では、ボランティアが読み聞かせなどに
入っています。
　「学校読書ボランティアの会」は、平成２０年９月に、
そのボランティア活動に参加している個人や団体
が結集し発足しました。
　子どもたちに読書の楽しさを伝えようと、ブック
トーク、読み聞かせ、おはなし会などの活動をして
いる人たちが２カ月に１度の定例会に集まります。
　この定例会は、活動報告などの情報交換の場、勉
強会の場です。実際に学校で行った活動を定例会で
再現し、ほかの人たちから意見をもらい、またほか
の人たちの活動を見て聞いて、次の読み聞かせや
ブックトークに生かしていくなどレベルアップを
めざしています。さらに、それぞれがどんな活動をしていて、どんな悩みを持っているか、今何
が課題かといったことを共有できる場でもあります。
　学校や図書館などとも連携し、ネットワークが広がる一助となっています。
次回定例会…４月２６日（月）午前１０時～正午、市民会館２４号室（内記三丁目）
連絡先…事務局　℡２７-４９８７　メールアドレス　vanxmp-ad５９８４pka@amethyst.broba.cc

市内で活動している 
グループ・団体を紹介します 

学校読書ボランティアの会 
やす ぎ 

宝
く
じ
の
助
成
で

整
備
し
ま
し
た

～姉妹都市情報～ 

　本市は、昭和５８年３月１日に長崎県島原市と姉妹都
市提携を結び、今年で２７周年を迎えました。毎年１１月
２３日の福知山マラソンに「姉妹都市友好島原物産展」
の開催や島原市の選手を招待したり、５年おきに「市
民の旅」で行き来し合う交流が続いています。
　昨年全国初となる「世界ジオパーク」の認定を受け
た島原半島を楽しむことができるツアーなども開催
されています。また今年は島原市市制施行７０周年の
記念すべき年となり、
イベントもたくさん
計画されていますの
で、ぜひ島原市にお
立ち寄りください。
■島原市商工観光課
（℡０９５７-６３-１１１１）
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